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学校関係者評価委員会報告書 
令和 8 年 7 月 30 日 

 
学校法人大麻学園 四国医療専門学校 

学校関係者評価委員会 
 

四国医療専門学校 学校関係者評価委員会は、「令和 7 年度自己点検・評価報告書」に基づき、以下のと
おり、学校関係者評価を実施いたしましたので、ご報告いたします。 
 
Ⅰ．学校関係者評価の目的 

本校は、教育の一層の充実と教育水準の向上を図り、学則第 1 条の目的及び社会的使命を達成するた
め、本校における教育活動その他の学校運営等の状況について、自ら点検及び評価を行い、その結果を
教育活動等に活用するとともに、教育活動その他学校運営の状況に係る外部評価を実施することを目的
とする。 

 
Ⅱ．学校関係者評価の基本方針 

学校関係者評価は、本校の「令和 7 年度自己点検・評価報告書」を基に『文部科学省 専修学校におけ
る学校評価ガイドライン』に沿って実施することを基本方針とする。 

 
Ⅲ．学校関係者評価委員［敬称略］ 

・地域住⺠の代表者 
谷川 俊博（宇多津町⻑） 

・学校と関連のある高等学校関係者 
平尾浩一郎（⾹川県⽴丸⻲城⻄高等学校 校⻑） 
詫間 裕一（⾹川県⽴飯山高等学校 校⻑） 
村上 盛彦（⾹川県⽴琴平高等学校 校⻑） 

・保護者代表 
大浦  誠（鍼灸マッサージ学科学生の保護者） 

・卒業生代表 
林  広野（作業療法学科卒業生） 
吉田 剛志（看護学科卒業生） 

・業界団体の役職者 
宮武 功哲（一般社団法人⾹川県鍼灸マッサージ師会 会⻑） 
中⻄  慶（一般社団法人⾹川県鍼灸師会 会⻑） 
髙橋  司（公益社団法人⾹川県柔道整復師会 会⻑） 
中島 由美（一般社団法人⾹川県理学療法士会 理事） 
若林 佳樹（一般社団法人⾹川県作業療法士会 理事） 
冨山 清江（公益社団法人⾹川県看護協会 会⻑） 
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Ⅳ．学校関係者評価委員会 議事録 
・開催日時 ： 令和 8 年 7 月 5 日（日）13：00〜14：10 
・開催場所 ： 四国医療専門学校 2 号館 5 階 501 教室 
・出 席 者 

委  員：谷川俊博、詫間裕一（議⻑）、平尾浩一郎、村上盛彦、大浦 誠、吉田剛志、宮武功哲、 
中⻄ 慶、中島由美、髙橋 司、冨山清江 

学校職員：大麻正晴（学校法人大麻学園 理事⻑）、⻘⽊みゆき（四国医療専門学校 学校⻑）、山下 
久美子（副学校⻑）、高橋謙一（教務部⻑/進行）、澤田士朗（学務部⻑/書記）、杉本良子 
（鍼灸マッサージ学科・鍼灸学科 学科⻑）、山本幸男（柔道整復学科 学科⻑）、穴吹泰 
典（理学療法学科 学科⻑）、山川公彦（作業療法学科 学科⻑）、六車輝美（看護学科 教 
務主任/学科⻑）、名越文人（教務課⻑）、大野幸重（学務課⻑） 

・欠 席 者 
委  員：林 広野、若林佳樹 

 
・議事の経過及び結果 

1）開会 
学校より、開会を宣する旨の発言があった。 

2）理事⻑挨拶 
理事⻑の大麻は、委員の皆様への謝意を述べた後、本校が創⽴ 70 周年を迎え、これまでに 6131
名の卒業生を輩出してきた歩みに触れつつ、18 歳人口の減少に伴い入学者数が過去最低を記録す
るなど厳しい経営環境にあることを説明した。その中で、教育の質の向上と環境整備を最優先事
項に掲げ、図書室のリニューアルや年末開設予定の「ウェルビーイング」をテーマとした新施設
による学生・卒業生支援の強化について言及した。本日は昨年度の実績に基づき、適正な自己点
検評価を実施し、地域に根差したより良い学校作りを目指したいとし、外部の目としての視点か
ら忌憚のないご助言を頂戴したいと挨拶を行った。 

3）学校⻑挨拶 
学校⻑の⻘⽊は、委員の皆様への謝意を述べた後、創⽴ 70 周年という節目に際し、人口減少や
エッセンシャルワーカーの処遇問題等により学生数が年々減少している現状に触れた。その上で、
学生たちの夢を叶え、卒業後の可能性を広げるため、指定規則に加えた防災士資格の取得や、本
年度から開始した学科横断型の選択ゼミ（スポーツトレーナー、薬膳、メンタルヘルス、DX）と
いった独自の教育に取り組んでいることを紹介した。今後も地域の人々の健康を支える人材育成
に邁進するとし、より良い改善のために遠慮のない厳しい意見を頂戴したいと挨拶を行った。 

4）委員会成⽴確認及び議⻑選任 
学校は、委員総数 13 名のうち 11 名の出席により本委員会が成⽴することを確認した。 
また、「四国医療専門学校 学校関係者評価委員会規程」第 3 条第 2 項の規定に基づき、委員に 
よる互選の結果、詫間裕一委員が議⻑に就任することが全会一致で承認され、挨拶を述べた。 
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議案の審議 
1．令和 7 年度自己点検・評価と教育・学校運営に関する意見交換（ご意見・ご提言等）について 

議⻑の指示により学校は「令和 7 年度自己点検・評価報告書」に基づき、重点目標の評価と改善
方策、学生募集状況、教育活動、学修成果、学生支援などについて学校全体の概要説明を行った。 
 
以上の説明を受け、議⻑は委員に対し質問を求めたところ、次のとおり意見・質問があり、本校 
は以下の回答を行った。 
 

■委員からの提言 
宇多津町と四国医療専門学校が数年前から継続している連携事業の現状を踏まえ、以下の提言が
なされた。AI や DX の普及で効率は向上したが、過去のデータに基づく AI に対し、新たな発見
を生むためには学校が教育の根幹に据える「人との繋がり」というアナログな側面が不可欠であ
ると強調された。県内で人口減少が続く中、宇多津町が人口増を記録し、2 年連続で四国一の住
み心地ランキングに選出された背景には本校の存在があり、地域の誇りであると言及された。入
学者の減少に対し、SNS 等を活用した情報発信による解決を期待する旨が述べられた。新たな事
業展開への挑戦を心より応援するとともに、今後も互いの連携をさらに強化し、地域医療の発展
と地域活性化のために共に邁進していきたいとの期待が寄せられた。 

●委員からの質問 
近年、生徒が保護者と共に非常にあっさりと進路変更（退学等）を決断し、説得や翻意の余地が
ないケースが増えているが、その原因をどのように分析しているか。また、通信制高校出身の学
生が集団の中での学びに適応できているか、分析を伺いたい。 

○本校からの回答 
退学のピークは年度初めと 3 月の 2 回ある。3 月は主に学業不振や留年確定が理由であるが、前
期の段階では、相談以前に本人の意志が固まっており説得が困難なケースのほか、環境への不適
応や、勉強よりも就労へ意欲が移るといった理由が見られる。通信制高校出身の学生については、
統計的に中退者が多いという事実はなく、特に集団での学びに馴染めないという傾向も顕著では
ない。過去に「大人数での授業」を理由に退学した事例はあるが、その学生は通信制ではなく全
日制高校の出身であり、出身校の形態に関わらず個別の適応状況を注視している。 

●委員からの質問 
① 学生確保のための募集エリアを、あえて四国・中国地方に限定した狙いは何か。 
② 柔道整復師等の臨床実習指導者の体制について伺いたい。特に、評価基準の統一や指導者の

育成、質の担保のためにどのような取り組みを行っているか。 
○本校からの回答 

① 募集エリアに関しては、以前は沖縄県など広域で進学相談会を行っていたが、移動コストや
人的資源の効率を検討した結果、再編を行った。現在は、下宿を前提とする遠方の学生に対
しても、より手厚いサポートと密度の高い対応が可能な四国・中国地方（広島付近まで）に
注力し、リソースを集中させることで効果的な募集活動を目指している。 

② 臨床実習と指導者の評価体制に関しては、平成 30 年の法改正が大きく関係している。それ
までは学校付属の施術所でしか実習が認められていなかったが、この改正により学外の医療
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機関等での臨床実習が可能となった。現在では実習生を受け入れる要件として、指導者に年
2 回開催される 2 日間の「臨床実習指導者講習会」の受講が義務付けられている。しかし、
柔道整復師業界は看護のような実習制度の歴史がなく、初めて学生を受け入れる現場からは
評価方法に⼾惑う声が上がっていた。本校では、指導者個人の主観による評価のばらつきを
防ぎ、実習の質を担保するため、指導者向け説明会（ハイブリッド形式）を開催している。
学校協会のガイドラインに則り、共通の評価基準と認識を持てるよう体制づくりに努めてい
る。 

●委員からの提言と質問 
教職員研修の充実や、ベテランの知見を若手に引き継ぐための「教職員ハンドブック」の作成と
いった組織の教育力を高める取り組みを高く評価する。また、在校生が⺟校を訪問し、後輩に直
接学校の魅力を伝える活動は、教員の説明以上に生徒の心に響き、入学者確保に繋がる非常に有
効な手段であるため、今後もぜひ強化していただきたい。あわせて、以下の 2 点について伺いた
い。 
① 入試時の特待生制度は入学後 3 年間（あるいは 4 年間）ずっと継続するのか、それとも途中

で通常に戻るような条件があるのか。また、新たに設けられた「在校生特待生」は、2 年次
や 3 年次からどのような状況（基準）で対象になれるのか。 

② 国家試験に不合格となった学生に対し、卒業後も再挑戦に向けた学び直しの場やサポート体
制は用意されているか。 

○本校からの回答 
① 入試時の特待生は無条件で最後まで続くものではなく、進級（進級査定等）の際に一定の基

準をクリアしていれば継続となり、基準に満たなければ外れる仕組みである。在校生特待生
制度については現在準備を進めている段階であり、来年度入学した学生から順次対象として
適用していく。 

② 学校として卒業後もフォローアップを行っている。具体的には、教職員が作成した課題等を
用いたり、卒業生に対面で来校してもらって指導したりしている。さらに、聴講生（科目等
履修生）として授業を受けられる機会を設けるなど、再受験に向けて継続してサポートして
いる。 

●委員からの質問 
資料の退学者数等の現状から、悩みを抱えながらも支援に繋がっていない学生の存在が懸念され
る。学生の日々の変化や悩みをどのように把握し、カウンセリングへ繋げているのか。また、利
用における課題や今後の改善策について教えてほしい。 

○本校からの回答 
学生の抱える悩みは、精神的な問題から家庭・経済的要因、自身の持病まで多岐にわたり、学校
側からの介入が難しいケースも少なくない。これに対し本校では、担任制を通じて日々の表情や
出欠の変化を細やかに把握し、本人や保護者、さらには学科全体や科目担当とも情報を共有して
早期の連携を図っている。また、今年度からはカウンセリング体制を刷新し、学生の訴えを専門
的に分析して継続的なアプローチや医療機関への受診勧奨ができる環境を整えた。現在の退学の
傾向として、誰にも相談せず次の進路を決めてしまう学生と、不安定ながらも密な支援を必要と
する学生に二極化しているが、学生数が減った分、学力面も含めたきめ細やかな継続指導を徹底
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し、退学の防止に努めている。 
●委員からの質問 

学校の SNS（Instagram 等）での積極的な発信や、カマタマーレ讃岐との連携活動を拝見してい
る。特に、カマタマーレ讃岐とのボランティア活動に関し、具体的にどのような体制を構築し、
学生がどのような形で関わっているのか伺いたい。 

○本校からの回答 
カマタマーレ讃岐の担当者に本校へ来校いただき、学生向けの説明会を実施している。説明会で
はボランティアの種類や申し込み方法などが具体的に示され、学生はそれに基づいて自発的に参
加を申し込む体制となっている。具体的な活動内容としては、運営ボランティアのほか、柔道整
復学科ではプロのトレーナーが活躍する現場に同行し、実地を体験・見学する機会も設けている。 

●委員からの質問 
東京の専門学校がオンデマンド学習を導入し、社会人学生の比率を大幅に高めている事例を紹介。
本校の鍼灸学科における学生確保に向けたコース設定や、オンデマンド授業の導入による柔軟な
学びの提供について、現状の考えを伺いたい。 

○本校からの回答 
鍼灸学科の学生確保を目的として、来年度より「エステティックコース」を新たに導入する。週
1 日をエステの実技・講義に充て、残りの 4 日間で通常の鍼灸カリキュラムを履修する構成を検
討している。美容ニーズを取り込むことで入学者の増加を目指している。 オンデマンド授業につ
いては、現時点では在校生の通常授業への導入は予定していない。しかし、国家試験に不合格と
なった卒業生の再挑戦をサポートするための学習手段として、オンデマンド形式の導入を前向き
に検討している。 

■委員からの提言 
不登校からハイブリッド授業（オンライン併用）で学びを継続している身近な事例に触れ、現代
における学生の進路選択や学習形態が非常に多様化し、かつ難しくなっている現状に言及された。
医療従事者の養成現場においては、ウェブ授業のみでは実力が身につきにくく、現場に適応でき
ないという懸念があるため、オンラインという選択肢の導入は非常に難しい判断であると理解を
示した。その上で、現代は高いポテンシャルを持ちながらも、従来の学習環境への不適応など、
何らかの手助けを必要としている学生も多い。そうした学生たちの能力をうまく引き上げ、寄り
添いながら支えていけるような教育機関としての役割を、今後も果たしてほしいと要望した。 

■委員からの提言 
昨年度の活発な募集活動と比較して今年度の入学者数が減少した点に触れ、現在は県外へ出た学
生がなかなか戻ってこない傾向があり、地元での就職や進学に繋げることが今後さらに難しくな
る時代であると指摘した。入学後や就職後のミスマッチ（中退や離職）を最小限に抑えるために
は、中学生や高校生の早い段階で、各専門職の具体的な仕事内容や役割を正しく理解してもらう
ことが不可欠であると強調した。その点において、本校が現在実施しているボランティア活動や
中学校・高校への積極的なアプローチ（学校現場への参加など）は非常に有効な取り組みである。 

■委員からの提言 
⾹川県柔道整復師会の会員によるコンディショニング支援や少年柔道大会でのボランティア活
動の現状が報告された。柔道が単に勝敗を競うだけでなく、礼儀を重んじる武道であることを通
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じて、若い世代に柔道整復師という職業への関心を高めてもらいたいとの考えが示された。また、
本校職員による同会での講義が非常に好評であったことに触れ、今後は学生もこうした活動や講
義に積極的に参加し、実社会の現場に触れる機会をさらに増やしてほしいとの要望が述べられた。 
 

２．閉会 
議⻑は、以上で議題が全て終了したことを報告し、本委員会の閉会を宣した。 
 

【学校側の対応】 
各委員の皆様から賜りました貴重なご意見・ご提言を参考にさせていただき、今後、再度点検の
うえ、教育活動・学修成果・学生支援の向上、教育環境の整備、国家試験対策、就職支援及び学
校運営等の改善などを図り、より良い学校作りを目指して、教職員一同、日々努力して参ります
ので、よろしくお願い申し上げます。 
 

以上 


